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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

「
文
学
の
生
ま
れ
る
〈
と
こ
ろ
〉
」
趣
旨

司
会

法
政
大
学

山
中

玲
子

中
世
文
学
の
研
究
は
、
他
の
学
問
領
域
と
も
影
響
し
合
い
な
が
ら
、
日
々
独
自
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
、
い

わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
手
法
を
知
り
、
ま
た
、
精
緻
な
実
証
研
究
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
驚
き
や
喜
び
も
経
験
し
ま
し
た
。
大
寺
院
に
ど
の
よ
う
な
資
料
が
ど
の
よ
う
に

集
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
中
世
の
「
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
新
し

い
視
点
に
よ
る
研
究
も
大
い
に
進
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
研
究
の
進
展
か
ら
多
く
の
学
恩
を
得
た
今
、
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
で
は
こ
の
新
し
い
知
見
を
踏
ま
え
文

学
研
究
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
も
う
一
度
問
い
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
企
画
し
た
次
第
で
す
。

た
と
え
ば
、
宗
教
的
言
説
と
文
学
的
言
説
は
ど
こ
で
分
か
れ
る
の
か
。
神
仏
へ
の
信
仰
や
運
命
の
不
思
議
さ
に
反
応

す
る
気
持
ち
な
ど
、
人
間
の
根
源
的
な
心
の
働
き
は
、
何
を
表
現
の
拠
り
所
と
し
て
文
学
に
な
る
の
か
。
タ
イ
ト
ル
に

掲
げ
た
〈
と
こ
ろ
〉
と
は
、
「
所
（
場
、
空
間
、
環
境
）
」
で
あ
り
、
「
時
（
機
会
、
契
機
、
場
面
、
瞬
間
）
」
で
も
あ
り
、

文
学
の
生
ま
れ
る
「
機
微
」
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
意
味
で
の
「
文
学
が
生
ま
れ

る
〈
と
こ
ろ
〉
」
を
問
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
「
文
学
と
は
何
か
」
を
考
え
る
の
と
等
し
く
、
数
時
間
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
大
き
す
ぎ
る
テ
ー
マ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
世
文
学
の
研
究
が
「
生
き
る
こ
と
」
そ
の
も
の
と
深
く
結

び
つ
く
豊
か
で
楽
し
い
作
業
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
さ
ら
に
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
怖
い
も
の
し
ら
ず

で
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
く
緩
や
か
な
枠
組
み
と
し
て
、
作
品
研
究
・
人
物
研
究
・
文
体
研
究
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
茫
漠
と
し
た
趣
旨
を
よ
く
汲
ん
で
く
だ
さ
り
、
最
先
端
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
か
つ
、
多
く
の
ジ

ャ
ン
ル
に
関
わ
る
問
題
点
を
掲
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
フ
ロ
ア
と
共
に
活
発
な
議
論
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
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説
話
が
機
能
を
超
え
る
と
こ
ろ

尚
絅
大
学

森

正
人

日
本
古
典
文
学
研
究
が
「
説
話
」
と
し
て
扱
っ
て
き
た
も
の
は
、
「
こ
と
（
事
、
言
、
語
）
」
と
し
て
把
握
さ
れ
提
示

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
あ
る
い
は
そ
れ
相
当
の
存
在
の
行
為
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
ま
と
ま
り
を
与
え
言
語
を

用
い
て
表
現
し
た
も
の
と
規
定
し
う
る
。
た
だ
し
、
説
話
は
そ
れ
自
体
で
は
存
立
し
え
ず
、
場
に
お
い
て
、
文
脈
の
な

か
で
は
じ
め
て
機
能
す
る
。
そ
の
機
能
は
、
譬
喩
、
因
縁
（
来
歴
）
、
例
証
の
三
種
に
収
ま
る
。
た
と
え
ば
、
真
福
田
丸

の
長
者
の
娘
へ
の
懸
想
と
こ
れ
を
機
縁
と
す
る
出
家
の
説
話
が
行
基
伝
あ
る
い
は
智
光
伝
の
一
部
と
な
り
、
文
殊
菩
薩

の
霊
験
譚
と
な
り
、
歌
語
「
芹
摘
み
」
の
起
源
譚
と
な
る
。
同
じ
説
話
が
所
を
変
え
て
伝
播
し
、
時
を
超
え
て
伝
承
さ

れ
る
性
質
を
有
す
る
の
は
、
説
話
の
こ
の
よ
う
な
機
能
性
の
高
さ
ゆ
え
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
事
実
性
、
珍
奇
性
、
滑
稽
性
、
悲
傷
性
な
ど
の
説
話
の
属

性
と
は
別
の
、
ま
と
ま
り
を
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
の
価
値
が
、
説
話
の
機
能
を
超
え
て
私
た
ち

現
代
の
読
者
の
前
に
も
姿
を
現
す
場
が
あ
り
、
時
が
あ
る
。
説
話
の
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
浦
島
説
話
、
瘤
取
り
説
話
は
人
が
一
度
聞
い
た
ら
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
、
千

年
あ
る
い
は
数
百
年
を
超
え
て
基
本
的
な
構
成
を
変
え
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
人
が
一
度
聞
い
た
ら
忘
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
説
話
が
人
間
に
関
す
る
普
遍
的
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
こ
の
こ

と
に
正
対
し
、
実
直
に
取
り
扱
う
こ
と
を
避
け
て
は
な
ら
な
い
。
中
世
の
人
々
の
心
性
と
表
現
を
理
解
し
、
私
た
ち
が

文
学
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
を
手
放
さ
な
い
た
め
に
、
あ
る
い
は
回
復
す
る
た
め
に
。

発
表
に
当
た
っ
て
は
、
異
境
、
夢
、
神
仏
、
幽
霊
、
異
人
（
妖
怪
）
な
ど
、
知
ら
ぬ
世
界
、
見
慣
れ
ぬ
存
在
の
登
場

す
る
説
話
の
類
を
取
り
上
げ
、
ま
た
で
き
る
だ
け
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
及
ん
で
、
こ
の
問
題
に
向
き
合
い
た
い
。
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明
恵
を
め
ぐ
る
夢
と
奇
瑞
と
信
仰
の
磁
場

成
蹊
大
学

平
野

多
恵

鎌
倉
時
代
を
生
き
た
僧
・
明
恵
の
人
生
は
、
夢
と
奇
瑞
に
彩
ら
れ
て
い
た
。
明
恵
は
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
の
夢
を
記

録
し
た
。
明
恵
の
天
竺
行
を
制
止
し
た
春
日
明
神
の
託
宣
と
そ
れ
に
関
わ
る
奇
瑞
に
つ
い
て
も
、
明
恵
自
身
が
書
き
と

ど
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
直
弟
子
に
よ
る
明
恵
の
談
話
や
講
義
録
の
聞
書
な
ど
の
記
録
、
伝
記
資
料
に
も
、
明
恵
の
夢

や
奇
瑞
が
多
く
見
え
る
。
春
日
明
神
の
託
宣
に
つ
い
て
は
、
後
代
の
絵
巻
や
説
話
、
謡
曲
の
素
材
と
も
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
明
恵
の
夢
や
奇
瑞
に
は
、
明
恵
自
身
・
弟
子
た
ち
・
後
代
の
人
々
と
い
う
三
方
向
か
ら
の
記
録
が
存
在
す
る
わ
け

で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
明
恵
の
夢
と
奇
瑞
の
う
ち
、
異
な
る
角
度
か
ら
の
記
録
が
存
在
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
書
か
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
明
恵
の
体
験
し
た
一
つ
の
主
題
が

ど
の
よ
う
に
書
か
れ
、
語
ら
れ
、
編
集
さ
れ
、
変
容
し
、
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
。
そ
の
変
奏
の
す
が
た
を
探

り
、
磁
場
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
学
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
明
恵
の
夢
の
い
く
つ
か
と
春
日
明
神
の
託
宣
を
め
ぐ
る
奇
瑞
を
取
り
上
げ
る
。
明
恵
の
夢
に
つ
い
て

は
、
明
恵
自
身
が
書
き
と
め
た
「
夢
記
」
、
弟
子
に
よ
る
明
恵
の
談
話
聞
書
『
喜
海
四
十
八
歳
之
記
』『
栂
尾
御
物
語
』『
上

人
之
事
』
、
弟
子
に
よ
る
伝
記
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
、
後
代
の
伝
記
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
に
お
い
て
共
通
す

る
も
の
を
取
り
上
げ
て
比
較
分
析
す
る
。
春
日
明
神
の
託
宣
に
つ
い
て
は
、
明
恵
自
身
が
書
い
た
『
十
無
尽
院
舎
利
講

式
』
『
秘
密
勧
進
帳
』
、
高
弟
喜
海
に
よ
る
託
宣
の
記
録
で
あ
る
『
明
恵
上
人
神
現
伝
記
』
や
根
本
伝
記
た
る
『
高
山
寺

明
恵
上
人
行
状
』
、
後
代
の
伝
記
で
あ
る
『
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
、
春
日
明
神
の
託
宣
説
話
を
載
せ
る
『
春
日
権
現
験

記
絵
』
『
沙
石
集
』
『
古
今
著
聞
集
』
『
真
言
伝
』
『
元
亨
釈
書
』
『
金
玉
要
集
』
、
こ
の
託
宣
譚
に
材
を
と
っ
た
謡
曲
「
春

日
龍
神
」
な
ど
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。



- 4 -

散
文
の
生
ま
れ
る
場
所
―
〈
中
世
〉
と
い
う
時
代
と
自
照
性

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

荒
木

浩

今
日
の
中
世
文
学
研
究
で
は
、
対
象
と
す
る
時
代
の
拡
が
り
に
つ
い
て
、
ゆ
る
や
か
な
共
通
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
文
学
の
範
囲
」
（
『
中
世
文
学
』
三
五
、
一
九
九
〇
年
）
で
も
、
「
「
中
世
」
と
い
う
時

代
の
上
限
・
下
限
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
」
（
島
津
忠
夫
）
、
討
議
は
そ
の
内
実
に
集
中
し
て
展
開
す
る
。

だ
が
か
つ
て
戦
後
の
転
変
の
中
で
、
世
界
文
学
的
構
想
の
も
と
に
日
本
文
学
史
が
再
考
さ
れ
、
日
本
に
古
代
は
な
く

中
世
か
ら
始
ま
る
と
い
う
主
張
（
岡
崎
義
恵
）
や
、
逆
に
中
世
を
立
て
ず
、
古
代
と
近
世
を
接
続
さ
せ
る
説
（
齋
藤
清

衛
）
な
ど
、
時
代
区
分
の
枠
取
り
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
議
論
も
展
開
し
た
（
一
九
五
〇
年
）
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、

広
い
意
味
で
の
対
外
観
的
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
日
本
文
学
史
再
構
築
の
試
み
は
、
〈
中
世
〉
と
い
う
、
そ
も
そ
も
相
対
的

な
時
代
の
諸
相
を
普
遍
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
と
き
に
示
唆
的
で
あ
る
。

如
上
の
視
座
に
触
発
さ
れ
つ
つ
、
本
発
表
で
は
『
徒
然
草
』
に
帰
着
す
る
散
文
の
成
立
と
〈
自
照
性
〉
の
文
学
史
的

意
義
を
考
え
た
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
詩
や
和
歌
に
遡
源
す
る
言
志
論
と
そ
の
中
世
的
展
開
、
和
文
の
確
立
、

日
記
や
随
筆
的
テ
ク
ス
ト
の
系
譜
等
々
、
私
に
分
析
を
継
続
し
て
き
た
（
拙
編
『
中
世
の
随
筆
』
、
近
刊
予
定
の
拙
著
『
徒

然
草
へ
の
途
（
仮
題
）
』
他
参
照
）
。
発
表
で
は
、
そ
の
包
括
的
理
解
を
め
ざ
し
て
既
成
の
軸
域
を
超
え
、
他
者
の
言
説

を
筆
録
す
る
古
代
説
話
集
や
経
文
抄
録
の
『
往
生
要
集
』
の
編
纂
な
ど
、
自
己
言
及
と
は
一
見
対
極
的
な
著
述
行
為
に

潜
在
す
る
自
照
性
の
在
処
を
、
併
せ
考
察
す
る
。
そ
こ
に
は
、
信
仰
に
根
ざ
し
た
対
外
観
と
夢
の
役
割
を
め
ぐ
る
一
体

的
な
関
係
が
見
出
さ
れ
、
『
更
級
日
記
』
や
明
恵
『
夢
記
』
の
よ
う
な
言
説
形
成
と
の
断
続
も
照
射
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
時
、
「
心
」
の
所
在
を
問
い
つ
つ
言
述
さ
れ
る
『
方
丈
記
』
や
『
徒
然
草
』
が
、
夢
や
夢
記
と
は
お
よ
そ
無
縁
の

場
所
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
の
特
異
性
や
意
味
も
、
あ
ら
た
に
浮
か
び
上
が
る
。
こ
う
し
た
言
説
空
間
の
様
相
を
追
っ

て
散
文
の
生
ま
れ
る
場
所
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
中
世
と
い
う
時
空
観
の
再
構
築
に
さ
さ
や
か
な
寄
与
が
あ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
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研
究
発
表
要
旨

『
方
丈
記
』
冒
頭
対
句
考
―
死
か
ら
生
へ
―

熊
本
大
学
大
学
院
生

伊
崎

久
美

冒
頭
の
「
カ
ツ
キ
エ
―
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
」
の
部
分
は
、
〈
朝
ニ
死
ニ
―
夕
ニ
生
ル
ゝ
〉
に
対
応
し
、
出
生
に
先
ん
じ
て

死
亡
を
記
す
〈
死
―
生
〉
の
常
軌
を
逸
し
た
対
句
で
あ
り
、
生
死
逆
順
の
表
現
に
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。
井
手
至
氏

は
『
万
葉
集
』
で
「
死
・
生
」
の
対
偶
は
〈
死
―
生
〉
の
順
に
配
列
さ
れ
、
「
い
き
し
に
」
の
固
有
の
上
代
語
は
存
在
せ

し
に

い
き

ず
、
漢
語
「
生
死
」
の
訓
読
語
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
上
代
の
対
偶
の
名
残
り
は
、

ホ
ト
セ
ハ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
ヨ
ル
フ
ス
ユ
カ
ア
リ

ヒ
ル
ヰ
ル
座
ア
リ

の
〈
ヨ
ル
―
ヒ
ル
〉
で
も
見
ら
れ
、
こ
れ
は
夜
中
心
に
夕
方
か
ら
一
日
が
始
ま
る
と
い
う
日
本
固
有
の
時
間
認
識
で
あ

る
。
近
藤
信
義
氏
や
多
田
一
臣
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
間
帯
は
更
に
、
呪
的
な
霊
威
の
濃
く
現
わ
れ
る
夕
方
と
朝
、
神

霊
が
積
極
的
に
動
く
夜
か
ら
暁
ま
で
の
時
間
に
区
分
さ
れ
る
と
す
る
。

〈
朝
ニ
死
ニ
―
夕
ニ
生
ル
ゝ
〉
の
対
句
は
、
顕
と
幽
が
出
入
り
す
る
固
有
の
死
生
観
に
裏
付
け
ら
れ
、
私
見
で
は
〈
死

―
生
〉
の
顕
幽
連
続
の
生
命
観
は
、
『
古
事
記
』
の
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
黄
泉
国
で
の
「
一
日
に
必
ず
千
人
死
に
、

一
日
に
必
ず
千
五
百
人
生
る
る
ぞ
」
が
根
拠
と
考
え
る
。

古
注
の
『
流
水
抄
』
は
、
唯
識
や
止
観
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
唯
識
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
「
住
居
」
で
あ
る
。

人
と
栖
の
主
題
が
、
避
板
法
に
よ
り
「
人
ノ
ス
マ
ヒ
」
「
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
」
「
ア
ル
シ
・
露
―
ス
ミ
カ
・
花
」
の
語
句
で

繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
そ
こ
に
住
む
薫
習
種
子
と
の
関
係
を
提
示
す
る
。
突
如
〈
死
―
生
〉
の
対
義
概

念
は
消
え
去
り
、
〈
ア
サ
日
〉
の
朝
顔
の
花
と
〈
夕
〉
の
露
の
、
共
に
消
滅
を
示
す
隔
句
対
は
、
煩
悩
が
消
え
種
子
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
る
限
り
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
も
消
滅
し
、
固
有
の
死
生
観
を
持
つ
人
と
栖
の
輪
廻
の
解
脱
を
暗
示
す
る
。

結
論
と
し
て
、
〈
カ
ツ
キ
エ
―
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
〉
の
生
死
逆
順
の
対
句
は
、
顕
幽
連
続
の
生
命
観
を
表
わ
し
、
究
極
的

に
は
唯
識
観
に
よ
る
そ
こ
か
ら
の
悟
り
を
示
唆
す
る
が
、
〈
朝
―
夕
〉
〈
夜
〉
〈
ア
カ
月
〉
等
の
固
有
の
時
間
認
識
に
お
い

て
は
、
重
大
な
自
身
の
思
想
遍
歴
の
局
面
で
必
ず
同
時
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
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流
布
本
『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
に
お
け
る
乱
の
認
識
と
物
語
の
改
変

早
稲
田
大
学
助
手

滝
澤

み
か

『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
の
諸
本
の
中
、
改
作
の
最
終
段
階
に
位
置
す
る
「
流
布
本
」
（
永
積
分
類
保
元
九
類
本

・
平
治
十
一
類
本
）
は
、
近
年
、
一
五
六
〇
年
前
後
ま
で
に
存
在
・
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の

成
立
期
が
一
四
四
六
年
～
一
五
六
〇
年
前
後
と
い
う
室
町
末
・
戦
国
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
社
会
の
動
乱
期
に
お
け

る
軍
記
物
語
の
在
り
方
が
窺
え
る
重
要
な
本
と
言
え
る
。

流
布
本
両
物
語
は
影
響
し
合
い
成
立
し
て
い
る
が
、
異
な
る
特
性
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
発
表
者
は
、
流
布
本
『
保

元
物
語
』
は
〈
秩
序
〉
を
価
値
基
準
と
し
「
世
を
乱
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
説
き
、
流
布
本
『
平
治
物
語
』

は
〈
武
士
の
振
舞
い
方
〉
を
価
値
基
準
と
し
「
臣
下
が
ど
う
振
舞
う
べ
き
か
」
を
説
い
て
い
る
と
分
析
す
る
（
「
国
語
国

文

‐

」
二
〇
一
六
・
五
掲
載
予
定
）
。
両
物
語
は
影
響
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
別
の
価
値
観
を
説
く

85

5

物
語
へ
と
終
着
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
流
布
本
か
ら
見
た
こ
れ
ら
の
作
品
や
乱
の
本
質
が
異
な
る
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
流
布
本
が
各
物
語
・
乱
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
、
十
五
～
十
六
世
紀
当
時
の
乱
の
認
識
と
併

せ
て
検
討
し
、
物
語
の
改
変
へ
の
影
響
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

合
戦
場
面
に
着
目
す
る
と
、
先
出
諸
本
か
ら
削
除
・
改
変
し
て
い
る
要
素
が
両
物
語
で
異
な
る
が
、
そ
れ
は
各
物
語

の
戦
乱
に
対
す
る
意
識
の
違
い
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
流
布
本
『
保
元
物
語
』
は
戦
い
を
抑
制
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

保
元
の
乱
は
常
に
歴
史
書
の
中
で
〈
動
乱
の
始
ま
り
〉
と
位
置
付
け
ら
れ
、
流
布
本
も
同
様
の
認
識
を
持
つ
。
そ
う
し

た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
乱
を
主
材
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
戦
乱
を
楽
し
む
作
品
に
な
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
平
治
の
乱
は
、
次
第
に
武
士
政
権
の
樹
立
の
契
機
の
乱
と
し
て
、
更
に
は
後
の
源
氏
の
〈
統
治
の
始
ま
り
〉
も
意
識

し
た
歴
史
認
識
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
認
識
が
流
布
本
『
平
治
物
語
』
に
見
え
る
、
武
士
の
模
範
を
提

示
し
て
い
く
姿
勢
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

流
布
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
乱
を
単
な
る
物
語
の
題
材
と
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
先
出
諸
本
と
は
全
く
異
な
る
性
質

の
改
変
を
行
っ
て
い
る
。
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羅
文
訓
読
と
「
翻
訳
」
の
誕
生
―
一
五
九
一
年
バ
レ
ト
写
本
福
音
書
抄
を
通
し
て

上
智
大
学
客
員
研
究
員

シ
ュ
ウ
ェ
マ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク

本
発
表
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
説
話
の
口
語
日
本
語
訳
を
集
め
た
バ
レ
ト
写
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の
文
面
に
垣
間
見
ら

れ
る
共
通
「
語
」
と
し
て
の
ラ
テ
ン
語
と
、
共
通
「
文
」
と
し
て
の
漢
文
と
の
衝
突
・
共
存
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
高
度
な
や
り
取
り
は
口
頭
で
も
表
音
文
字
を
介
し
て
で
も
、
ラ
テ
ン
語
と
い
う
共
通
「
語
」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
一
方
、
東
ア
ジ
ア
で
は
中
国
諸
語
を
含
め
、
ど
の
言
語
の
話
者
も
漢
文
と
い
う
共
通
「
文
」
、
つ

ま
り
無
国
籍
の
表
語
文
字
で
文
章
を
書
き
、
「
訓
読
」
と
い
う
読
解
法
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
口
語
と
し
て
読
む
の
が
主
流
で

あ
っ
た
。
こ
の
言
説
制
度
が
い
か
に
根
強
く
、
い
か
に
独
自
の
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
か
は
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て

究
明
さ
れ
て
い
る
。
林
羅
山
が
不
干
斉
ハ
ビ
ア
ン
と
宗
論
を
行
な
っ
た
の
が
羅
山
に
よ
る
虚
構
で
、
実
際
に
は
寛
永
時

代
以
降
、
リ
ッ
チ
の
中
国
語
を
訓
読
し
て
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
の
内
容
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
パ
ラ
モ
ア
、
二
〇
一

、
、

三
年
）
明
治
時
代
に
お
い
て
さ
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
の
文
献
に
は
訓
点
を
付
け
て
、
訓
読
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

（
森
岡
健
二
、
一
九
九
九
年
）
天
正
時
代
の
バ
レ
ト
写
本
で
も
、
例
え
ば
天
草
版
『
ラ
テ
ン
文
典
』
の
名
詞
曲
用
表
の

ま
ま
に
、
ラ
テ
ン
語
の
奪
格
を
「
～
よ
り
」
と
訳
す
な
ど
、
「
羅
文
訓
読
」
と
言
う
べ
き
方
法
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

漢
文
と
し
て
書
き
替
え
れ
ば
整
然
と
し
た
五
言
七
言
の
対
句
に
な
る
と
い
う
調
子
で
ラ
テ
ン
語
が
和
訳
さ
れ
て
い
る
例

も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ま
で
は
仏
教
書
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
漢
文
に
書
き
替
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
き
た

「
翻
訳
」
と
い
う
言
葉
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
『
羅
葡
日
辞
書
』
で
初
め
て
現
代
的
な
意
味
で
使
わ
れ
る
の
だ
が
、
ま
さ
に

こ
の
「
翻
訳
」
と
い
う
方
法
で
、
幸
若
舞
な
ど
の
語
り
物
芸
能
と
よ
く
似
た
文
体
で
意
訳
す
る
例
も
あ
る
。
た
だ
し
こ

の
場
合
、
ラ
テ
ン
語
の
慣
用
表
現
を
誤
解
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
一
作
品
を
中
心
に
、
日
本
中
世
文
学
に
お
い
て

ラ
テ
ン
語
と
漢
文
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
始
ま
っ
て
い
く
過
程
を
追
究
す
る
。
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『
顕
注
密
勘
』
考
―
顕
昭
注
と
『
和
歌
色
葉
』
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
―

千
代
田
女
学
園
中
学
校
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

新
田

奈
穂
子

『
顕
注
密
勘
』
は
顕
昭
の
「
古
今
秘
注
抄
」
に
定
家
が
注
を
加
え
た
歌
学
書
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
顕
昭
注
を
顕
注
、
定
家
注

を
密
勘
と
呼
ぶ
。

か
つ
て
稿
者
は
『
中
世
文
学
』
第
五
五
号
の
拙
稿
に
お
い
て
、
顕
注
の
成
立
は
『
古
今
集
注
』
の
成
立
よ
り
後
で
あ
り
、
早
く
と

も
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）、
お
そ
ら
く
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
成
立
の
千
五
百
番
歌
合
以
降
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
で
は
、
な

ぜ
こ
の
時
期
に
、
顕
昭
は
新
た
に
古
今
集
注
釈
を
執
筆
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

建
久
年
間
に
成
立
し
た
上
覚
の
『
和
歌
色
葉
』
は
、
奥
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
顕
昭
が
閲
覧
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、『
和

歌
色
葉
』
が
顕
注
執
筆
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
、『
和
歌
色
葉
』
下
巻
の
古
今
集
注
釈
と
顕
注
を
比
較
検
討

し
て
い
き
た
い
。

『
和
歌
色
葉
』
は
、
日
本
歌
学
大
系
の
解
題
の
指
摘
の
と
お
り
『
奥
義
抄
』『
和
歌
初
学
抄
』
に
負
う
所
が
多
く
、
ま
た
黒
田
彰
子

氏
の
「
和
歌
注
釈
を
め
ぐ
っ
て
ー
和
歌
童
蒙
抄
と
和
歌
色
葉
ー
」（『
中
世
和
歌
論
攷
ー
和
歌
と
説
話
と
ー
』）
の
指
摘
の
通
り
、『
奥
義

抄
』
に
加
え
『
童
蒙
抄
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
下
巻
の
古
今
集
注
釈
六
十
七
首
の
場
合
、『
奥
義
抄
』
と
ほ
ぼ
同
じ
か
要
約
、

そ
の
注
釈
の
内
容
に
説
明
を
加
え
た
も
の
が
四
十
九
首
と
、
七
割
以
上
が
『
奥
義
抄
』
に
拠
る
。

そ
の
一
方
、
内
容
が
『
奥
義
抄
』
と
異
な
る
も
の
が
あ
り
、『
童
蒙
抄
』
の
ほ
か
、『
袖
中
抄
』・
顕
昭
『
古
今
集
注
』
と
い
っ
た
顕

昭
の
注
釈
の
影
響
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
顕
昭
説
の
引
用
が
あ
る
注
の
中
に
『
奥
義
抄
』
説
批
判
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
顕

昭
説
の
影
響
に
よ
る
と
推
測
で
き
る
。

次
に
、
顕
注
と
『
和
歌
色
葉
』
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
顕
注
に
五
例
、『
和
歌
色
葉
』
説
批
判
が
見
ら
れ
た
。

以
上
を
ふ
ま
え
、
建
仁
元
年
以
降
、
顕
昭
が
、
新
た
な
古
今
集
注
釈
で
あ
る
、
顕
注
を
執
筆
し
た
理
由
に
つ
い
て
、『
和
歌
色
葉
』

を
閲
覧
し
た
顕
昭
が
、
顕
昭
自
身
の
説
の
影
響
に
よ
る
上
覚
の
『
奥
義
抄
』
説
批
判
と
接
し
て
、
改
め
て
『
奥
義
抄
』
説
を
見
直
す
必

要
を
感
じ
、
加
え
て
『
和
歌
色
葉
』
の
記
述
に
は
誤
り
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
訂
正
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し

た
。
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宗
尊
親
王
と
『
源
氏
物
語
』

和
洋
女
子
大
学

木
村

尚
志

中
世
に
お
い
て
『
万
葉
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
研
究
は
、
和
歌
の
創
作
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
宗
尊
親
王
は

源
親
行
・
飛
鳥
井
雅
有
と
い
っ
た
源
氏
学
の
泰
斗
と
親
交
が
あ
っ
た
。
そ
の
本
歌
（
本
説
）
取
り
に
よ
る
源
氏
摂
取
の

中
に
は
、
物
語
の
文
脈
に
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
い
つ
つ
も
そ
れ
を
「
誰
か
～
け
ん
」
と
い
う
よ
う
に
突
き
放
し
て
見
る

も
の
と
、
物
語
の
文
脈
を
状
況
に
改
変
を
加
え
る
こ
と
で
別
の
文
脈
に
ず
ら
す
も
の
等
が
あ
る
。
こ
の
両
者
は
『
源
氏

物
語
』
を
離
れ
よ
う
と
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
脈
を
抜
き
に
状
況
を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
新
古
今
時

代
の
本
歌
（
本
説
）
取
り
の
概
念
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。

そ
れ
は
主
体
を
曖
昧
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
の
物
語
の
文
脈
を
普
遍
的
な
人
間
の
境
涯
の
表
現
へ
と
ず
ら
す

「
人
称
の
曖
昧
化
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
特
質
で
あ
る
。
人
を
特
定
さ
せ
る
具
体
性
よ
り
も
、
人
間
の
境
涯
に
重
き
を
置

く
表
現
の
あ
り
方
は
、
複
式
夢
幻
能
の
前
シ
テ
に
も
喩
え
ら
れ
よ
う
。
宗
尊
親
王
の
源
氏
摂
取
は
文
永
三
年
の
廃
将
軍

の
悲
劇
以
降
に
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
は
、
我
が
身
の
境
涯
を
表
現
す
る
た
め
に
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
に

親
し
ん
だ
、
と
い
う
推
測
が
導
か
れ
る
。

例
え
ば
浮
舟
巻
を
取
っ
た
「
舟
泊
め
て
誰
な
が
め
け
ん
橘
の
小
島
の
月
の
有
明
の
空
」
、
明
石
巻
を
取
っ
た
「
明
石
潟

年
経
し
浦
の
秋
風
に
苫
屋
も
荒
れ
て
月
や
澄
む
ら
ん
」
と
い
う
歌
の
主
体
は
、
前
者
は
浮
舟
、
匂
宮
、
浮
舟
の
女
房
、

後
者
は
光
源
氏
、
明
石
の
君
等
で
あ
る
が
一
人
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
具
体
的
な
言
葉
は
『
源
氏
物
語
』
そ
の

ま
ま
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
言
葉
が
表
す
心
は
普
遍
的
な
人
間
の
境
涯
の
あ
り
方
に
ず
れ
て
い
る
。
そ
の
表
現
の
あ
り

方
は
、
連
歌
に
お
い
て
付
句
に
対
し
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
へ
の
展
開
を
促
そ
う
と
す
る
前
句
、
乃
至
は
前
句
の
『
源

氏
物
語
』
の
世
界
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
付
句
等
に
似
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
和
歌
の
本
歌
（
本
説
）
取
り
の
概
念
と
は

一
致
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
う
し
た
広
義
の
本
歌
（
本
説
）
取
り
の
あ
り
方
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
連
歌
や
能
の

表
現
の
あ
り
方
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
考
察
す
る
の
が
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。
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真
観
奥
書
本
古
今
集
の
面
影

早
稲
田
大
学

兼
築

信
行

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
宝
治
二
年
二
月
九
日
付
の
真
観
（
藤
原
光
俊
）
奥
書
を
も
つ
古
今
集

の
鎌
倉
中
期
古
写
本
（
以
下
「
天
理
本
」
と
略
称
）
は
、
川
上
新
一
郎
氏
に
よ
り
詳
細
な
書
誌
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る

（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
四
九
）
。
同
奥
書
に
よ
れ
ば
、
真
観
は
、
貞
永
元
年
八
月
二
〇
日
「
或
書
生
」
に
書
写
さ
せ
た
貞

応
元
年
一
一
月
二
〇
日
定
家
奥
書
本
に
、
貞
応
二
年
七
月
二
二
日
定
家
奥
書
本
を
、
「
文
字
仕
」
に
い
た
る
ま
で
校
合
し

た
と
い
う
。
し
か
し
天
理
本
に
、
こ
の
校
合
の
形
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
美
保
神
社
蔵
手
鑑
等
に
見
え
る

伝
二
条
為
世
筆
の
四
半
切
は
、
書
写
形
態
が
天
理
本
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
と
も
に
、
仮
名
の
字
母
、
あ
る
い
は
字
体

に
い
た
る
異
同
が
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
資
料
に
は
伝
二
条
為
道
筆
の
切
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
先
に
資

料
紹
介
を
行
っ
た
（
『
国
文
学
研
究
』
一
七
八
）
。

天
理
本
に
は
、
歌
頭
に
墨
の
圏
点
、
歌
句
に
朱
の
庵
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
伝
為
世
・
伝
為
道
筆
切
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
庵
点
は
、
伝
二
条
為
氏
筆
因
幡
切
に
付
さ
れ
て
い
る
そ
れ
と
酷
似
し
、
調
査
の
結
果
、

ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

天
理
本
は
真
観
奥
書
本
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
校
合
は
割
愛
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
、

真
観
の
こ
の
営
為
を
考
え
る
た
め
に
は
、
寛
元
～
宝
治
期
に
お
け
る
定
家
筆
三
代
集
の
書
写
・
校
合
活
動
を
合
わ
せ
見

る
必
要
が
あ
る
。
真
観
は
寛
元
三
年
六
月
九
日
に
拾
遺
集
（
天
福
元
年
八
月
奥
書
本
）
を
透
写
し
た
。
寛
元
四
年
二
月

二
八
日
に
は
後
撰
集
（
天
福
二
年
三
月
二
日
奥
書
本
）
を
透
写
し
、
宝
治
元
年
一
〇
月
二
日
に
、
別
の
定
家
筆
本
（
貞

応
元
年
七
月
奥
書
本
）
と
校
合
を
行
っ
て
い
る
。
寛
元
四
年
一
二
月
の
春
日
若
宮
社
歌
合
（
所
謂
反
御
子
左
家
の
旗
揚

げ
）
に
相
前
後
す
る
こ
の
時
期
の
真
観
の
意
識
を
探
る
う
え
で
、
三
代
集
の
書
写
に
窺
が
わ
れ
る
こ
う
し
た
態
度
は
注

目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
定
家
を
過
剰
に
「
骨
肉
化
」
し
よ
う
と
す
る
行
為
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
天
理
本
な
ら
び

に
伝
為
世
・
伝
為
道
筆
切
か
ら
真
観
の
営
為
の
面
影
を
再
現
し
、
そ
の
意
味
を
考
え
た
い
。


